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令和３年 １０月  日光市農業委員会総会議事録 

日 時 場 所  令和３年１０月２０日 午後２時２５分 日光市役所本庁舎 大会議室 

出 席 農 業 委 員 11 名        

 １番 川 村 耕 一 ２番 手 塚 幸 子 ３番 髙 橋 和 子 ４番 福 田 絹 江 

 ５番 斎 藤 敏 夫 ６番 加藤 英利 ７番 神 山 隆 治 ８番 増 渕 勝 

 ９番 髙橋久美子  10 番 小 池 毅 11 番 渡 邉 悦 子   

欠 席 農 業 委 員 なし        

         

出 席 推 進 委 員 18 名        

 12 番 柏 木 武 13 番 福田富美男 14 番 大島一比古 15 番 富 田 順 子 

 16 番 福 田 正 明 17 番 神 山 守 18 番 村 上 隆 19 番 酒 主 学 

 20 番 星野由起夫 21 番 西 巻 光 次 22 番 福 田 浩 一 23 番 柴 田 洋 一 

 24 番 吉 原 浩 之 25 番 福 田 重 勝 26 番 福 田 隆 夫 27 番 大 島 昭 吾 

 28 番 阿久津文枝 29 番 大 貫 宣 秀 30 番 佐 藤 修 一 31 番   小 倉 政 一 

 

欠 席 推 進 委 員 

 

傍 聴 人 

 

なし 

 

なし 

       

 

    

   

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沼尾洋克事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 第１  議事録署名人の指名 

第２  会期の決定 

第３  報告第２２号 農地法第５条の規定による許可書の交付について 

第４  報告第２３号 農地法第１８条(通知)について 

第５  議案第５２号 農地法第３条の規定による許可申請について 

第６  議案第５３号 農地法第５条の規定による許可申請について 

第７  議案第５４号 非農地証明願について 

第８  議案第５５号 農業経営基盤強化促進法第１９条(農用地利用集積計

画の公告)に基づく決定について 

 

 

 

それでは、日光市農業委員会総会規則第５条の規定により、会長を議長とし

て会議を進めてまいります。 

本日の出席委員は、農業委員１１名中１１名であります。農業委員会等に関

する法律第２７条第３項に定める定足数を満たしておりますので、本総会は有

効に成立しております。 

なお、推進委員につきましては２０名中２０名の出席であります。本日の傍

聴人はいらっしゃいません。 

 

ただ今から、令和３年１０月 日光市農業委員会総会を開会いたします。 

 本日の議事日程につきまして、沼尾事務局長に朗読させます。 
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沼尾洋克事務局長 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

川 村 光 代 主 任 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

大 島 尚 美 副 主 幹 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

（ 議事日程を朗読 ） 

 

日程第１「議事録署名人の指名」を行います。議事録署名人については、私、

議長において指名をいたしたいと思います。１０番小池毅委員、１１番渡邉悦

子委員のご両名を指名いたします。 

なお、本日の会議書記につきましては、事務局職員の福田主幹を指名いたし

ます。 

 

つづきまして日程第２「会期の決定」を行います。本総会の会期につきまし

ては、本日１日限りといたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（ 「異議なし。」との声あり ） 

 異議なしと認めます。よりまして、本総会の会期につきましては、本日１日

限りとすることに決します。 

 それでは議事に入ります。なお、報告事項や議案の説明にあたりましては、

敬称を省略するなど簡潔に説明をお願いいたします。 

 

 日程第３、報告第２２号「農地法第５条の規定による許可書の交付について」

を議題とし、事務局の説明を求めます。 

（ 川村光代主任挙手 ） 

 はい、川村主任お願いします。 

報告第２２号「農地法第５条の規定による許可書の交付について」ご説明し

ます。総会資料は１ページとなります。先月の５条申請は６件ございました。 

なお、６番の案件につきましては、令和３年９月１７日に取下げとなってお

ります。許可書につきましては５件交付いたしました。譲渡人、譲受人及び 

土地の所在等は申請のとおりです。総会審議日は令和３年９月２１日。許可日

および指令番号につきましては、令和３年９月２１日、日農委指令第５-２８

号から３２号で許可書を発行しております。以上でございます。 

ただいま報告が終わりました。この件につきまして何かご質問等ございまし

たらお受けいたします。 

（ 「なし。」との声あり ） 

よろしいですか。 

（ 「はい。」との声あり ） 

 

それでは次に移ります。 

日程第４、報告第２３号「農地法第１８条（通知）について」を議題とし、

事務局の説明を求めます。 

（ 大島尚美副主幹挙手 ） 

はい、大島副主幹 

報告第２３号 農地法第１８条（通知）について、ご説明いたします。総会

資料は、３ページとなります。本案件は、農地法第１８条第６項の規定による

通知があったことの報告となります。貸人・借人の住所・氏名及び土地の表示、

解約理由等は通知のとおりです。件数は１件で、農業委員会扱いの利用権の解

約となります。以上ご報告いたします。 

ただいま報告が終わりました。この件につきまして何かご質問等ございまし

たらお受けいたします。 

（ 「なし。」との声あり ） 

よろしいですか。 

（ 「はい。」との声あり ） 
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福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

小 池 毅 農 業 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

福田富美男推進委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

髙橋久美子農業委員 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

川村耕一農業委員 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

鯉 沼 慶 主 任 

 

 

 

 ないようですので次に移ります。日程第５、議案第５２号「農地法第３条の

規定による許可申請について」を議題といたします。今月の現地調査は、担い

手育成部会が担当しております。小池部会長から全体の説明をお願いします。 

（小池毅農業委員挙手） 

はい、小池部会長。 

今回は、１０月１８日に担い手育成部会で現地調査を行いました。調査地域

は今市地域１０件、藤原地域１件、合計１１件です。２班編成で実施し、１班

は私、小池、富田順子委員、大島昭吾委員、事務局から沼尾局長、川村主任が

対応しました。２班は髙橋久美子副部会長、福田富美男委員、福田会長、事務

局から福田係長、永吉副主幹が対応しました。担当委員ですが、議案第５２号

の第３条申請の１番が福田委員、２番が髙橋委員、３番が大島委員、４番が富

田委員、５番が福田委員、議案第５３号の第５条申請の１番が富田委員、２番

が私、小池、３番が大島委員、４番が髙橋委員、議案第５４号の非農地証明願

の１番が福田委員、２番が富田委員です。以上です。 

ありがとうございました。それでは、議案第５２号の農地法３条の番号１番

について担当委員の説明を求めます。 

（ 福田富美男推進委員挙手 ） 

 はい、福田推進委員。 

私は、総会資料４ページ、議案第５２号の１番を担当いたしました。本申請

は、日光市小倉地内において使用貸借を目的とした３条申請です。譲渡人、

譲受人、申請地は申請のとおりです。申請地はＪＲ日光線文挾駅から南へ約

１．２メートルに位置した場所です。ＪＲ日光線文挾駅から国道１２１号線

を南に１．２キロメートルほど進んだ西側一帯に申請地が点在しています。

申請地は１３筆で、登記簿地目は田と畑となっております。譲受人は経営農

地を適切に管理しており、家族３人で、水稲、野菜などを作付けしておりま

す。申請地は譲受人の自宅近くにあり農地取得後も水稲及びネギ・白菜など

の栽培を行う予定です。こちらの写真が現在の農地になります。きれいに管

理されています。以上の事から農地法第３条第２項各号に該当しないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。ご審議の程よろしくお願いいた

します。 

 ありがとうございます。それでは、現地調査後の検討・協議の結果について

部会から報告願います。 

（ 髙橋久美子農業委員挙手 ） 

はい、髙橋副部会長。 

ただいまの議案については、写真でご覧いただいたとおり、どの農地もきれ

いに管理されておりました。部会では許可相当との統一見解です。ご審議の程

宜しくお願いいたします。 

それでは担い手育成部会以外の委員の方からご意見等がございましたらお受

けいたします。 

（川村耕一農業委委員挙手） 

 はい、川村農業委員。 

 これは親子間の契約ですよね。使用貸借期間が１０年となっていますが、こ

れはどういった形の契約なのでしょうか。 

（鯉沼慶主任挙手） 

 はい、鯉沼主任。 

 この案件は、もともと農業者年金の経営移譲年金を受けている案件です。先

月５条申請の案件がありましたので、これを一度すべて解約して転用する農地

を除いた農地を従来通り１０年間で再度契約するものです。そうすることで、

引き続き農業者年金を受給することができるという形の手続きとなっておりま
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福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

髙橋久美子農業委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

小 池 毅 農 業 委 員 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

鯉 沼 慶 主 任 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

す。 

 他に何かございませんか｡ 

（ 「なし。」との声あり ） 

 ないようですので、質疑を終結し、採決を行います。３条番号１番について

は、原案のとおり『許可』することに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員 ） 

挙手全員であります。よりまして、３条番号１番は原案のとおり『許可』す

ることに決しました。 

 

続きまして、番号２番について担当委員の報告を求めます。 

（ 髙橋久美子農業委員挙手 ） 

 はい、髙橋農業委員。 

私は総会資料５ページ、議案第５２号の２番を担当いたしました。本申請は、

日光市木和田島地内における売買による３条申請です。譲渡人、譲受人、申請

地等は申請のとおりです。位置図による説明です。申請地は、木和田島地内、

猪倉小学校から西へ、約１キロメートルの場所に位置します。案内図による説

明です。猪倉小学校から新里街道を北西へ１．１キロメートルほど進み、左折

して南へ４００メートルほど入ったところに申請地があります。公図による説

明です。申請地は１筆で、登記簿地目・現況ともに田となっております。写真

では一枚の田に見えますが、この一筆が今回の申請地です。隣りの広いほうの

田は中間管理機構を通して売買が済んでいます。申請地は買戻特約がついて登

記されていたため今回の申請となりました。譲受人は所有農地を適切に管理し

ており、家族３人で、水稲及び野菜・果樹を栽培しております。農地取得後も

水稲の栽培を行う予定です。利用権はありません。以上のことから農地法第３

条第２項各号に該当しないため、許可要件の全てを満たしていると考えます。

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

ありがとうございます。それでは、現地調査後の検討・協議の結果について

小池部会長から報告願います。 

（ 小池毅農業委員挙手 ） 

はい、小池部会長。 

この案件は、先程の説明のとおり、中間管理機構で対応できなかった部分を

３条申請により売買、登記する案件です。何ら問題はないという部会での総意

です。ご審議の程宜しくお願いいたします。 

ありがとうございます。それでは、部会以外の方からのご意見等をお受けい

たします。 

今、発表の中に「買戻特約」という耳慣れない言葉がありました。これにつ

いて事務局から説明をしていただけますか。 

（鯉沼慶主任挙手） 

 はい、鯉沼主任。 

 この買戻特約ですが、売買して登記した時に登記簿に記載されるもので、売

主が買主に売買代金を支払うことにより、買主から買い戻せるという特約付き

の登記です。これは明治時代に売買、記載されたもので、期間としてはとっく

に過ぎていますが、記載だけが残ってしまっているという状況です。記載があ

る以上は、農業公社の方を通すことができないため、３条申請に回ってきたと

いうことです。 

ありがとうございます。記載が残っているということで、このような方法し

かなかったということです。他になにかございましたらお受けいたします。 

（ 「なし。」との声あり ） 

 それでは質疑を終結し、採決を行います。３条番号２番については、原案の
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福 田 絹 江 議 長 

 

 

大島昭吾推進委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

小 池 毅 農 業 委 員 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

加藤英利農業委員 

 

福 田 絹 江 議 長 

大島昭吾推進委員 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

加藤英利農業委員 

 

福 田 絹 江 議 長 

鯉沼慶主任事務局 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

とおり『許可』することに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員 ） 

挙手全員であります。よりまして、３条番号２番は原案のとおり『許可』す

ることに決しました。 

 

続きまして、番号３番について担当委員の説明をお願いします。 

（ 大島昭吾推進委員挙手 ） 

はい、大島推進委員。 

私は、総会資料５ページ、議案第５２号の３番を担当いたしました。本申請

は、日光市土沢地内における贈与を目的とした３条申請です。譲渡人、譲受人、

申請地等は申請のとおりです。申請地は、日光市土沢地内、土沢インターから

北西へ、約９００メートルの場所に位置します。案内図による説明です。新里

街道の土沢十文字のコンビニエンスストアから市道を南へ１００メートルほど

のところと、さらに北西に１５０メートルほどのところに申請地があります。

公図による説明です。申請地は４筆で、登記簿地目はすべて畑、現況はすべて

田となっております。こちらが写真です。譲受人は経営農地を適切に管理して

おり、家族３人で、水稲及び野菜を栽培しております。農地取得後も水稲の栽

培を行う予定です。以上のことから農地法第３条第２項各号に該当しないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。ご審議の程よろしくお願いいたし

ます。 

ありがとうございます。それでは、現地調査後の検討・協議の結果について

小池部会長から報告願います。 

（ 小池毅農業委員挙手 ） 

はい、小池部会長。 

親子間の贈与による所有権移転ということで、何ら問題はないと思います。

部会では許可相当と判断いたしましたのでご審議の程宜しくお願いいたしま

す。 

ありがとうございます。それでは、部会以外の方からのご意見等をお受けい

たします。何かございますか。 

（加藤英利農業委員挙手） 

 はい、加藤委員。 

 現況は田ということですが、田には見えませんがどうなのでしょうか。 

（大島昭吾推進委員挙手） 

 はい、大島委員 

水口もありまして水を引ける状態だということを確認しております。現在は

休耕田ということだと思います。 

（加藤英利農業委員挙手） 

 はい、加藤委員。 

もと田であったとすれば畦の跡とかが見えると思いますが。 

（鯉沼慶主任挙手） 

 はい、鯉沼主任。 

 事務局としましては、本人から申請があったときに、今後もしっかりやって

いくということで、書類上の要件も満たしていましたので申請を受けた次第で

す。譲渡人が生きている間に整理し、家族で一緒にやっていくということでご

ざいます。 

皆さん、納得していただけたでしょうか。水田としてやっていただくことを

期待したいと思います。皆さん、通りかかったときに、のぞいていただければ

一目瞭然かと思います。 

他になにかございますか。 
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福 田 絹 江 議 長 

 

 

富田順子推進委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

小 池 毅 農 業 委 員 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

加藤英利農業委員 

 

福 田 絹 江 議 長 

小 池 毅 農 業 委 員 

 

福 田 絹 江 議 長 

富田順子農業委員 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

（ 「なし。」との声あり ） 

 それでは質疑を終結し、採決を行います。３条番号３番については、原案の

とおり『許可』することに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員 ） 

挙手全員であります。よりまして、３条番号３番は原案のとおり『許可』す

ることに決しました。 

 

続きまして、番号４番について担当委員の報告を求めます。 

（富田順子推進委員挙手） 

 はい、富田推進委員。 

私は議案第５２号の４番を担当いたしました。本申請は、日光市矢野口地内

における売買による３条申請です。譲渡人、譲受人、申請地等は申請のとおり

です。申請地は、矢野口地内、大室交差点から東、小林方面へ、約２．２キロ

メートルの場所に位置します。案内図による説明です。大室交差点から県道を

東へ２．２キロメートルほど進んだところに申請地があります。公図による説

明です。申請地は１筆で、登記簿地目は畑、現況は田となっております。譲受

人は経営農地を適切に管理しており、家族１人で、水稲を作付けしております。

申請地は譲受人の自宅の近くでありまして、現在も譲受人が耕作しております。

購入後も水稲の作付けを行う予定です。この案件は利用権はありません。以上

のことから農地法第３条第２項各号に該当しないため、許可要件の全てを満た

していると考えます。ご審議の程よろしくお願いいたします。 

ありがとうございます。それでは、現地調査後の検討・協議の結果について

小池部会長から報告をお願いします。 

（ 小池毅農業委員挙手 ） 

はい、小池部会長。 

ただいま富田委員からご説明があったとおり、もともと譲受人が利用権を設

定していましたが、今回の申請に伴い利用権は外しております。部会としては、

何ら問題がないと思います。ご審議の程宜しくお願いいたします。 

それでは担い手育成部会以外の委員の方からご意見等がございましたらお受

けいたします。 

（加藤英利農業委員挙手） 

 はい、加藤委員。 

 譲渡人と譲受人は親戚か何かですか。売買価格が高いのですが。 

（小池毅農業委員挙手） 

 はい、小池委員。 

親戚ではないと聞いています。 

 （富田順子農業委員挙手） 

 はい、富田委員。 

圃場整備したところではないですが、区画がきれいになっています。 

 相対でこの価格は決まったものだと思います。 

他になにかございませんか。 

（「なし。」との声あり ） 

 それでは質疑を終結し、採決を行います。番号４番について、この原案のと

おり『許可』することに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員） 

挙手全員であります。よりまして、番号４番はこの原案のとおり『許可』す

ることに決しました。 

 

続きまして番号５番について、担当委員の報告を求めます。 
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福田富美男推進委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

髙橋久美子農業委員 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

川村耕一農業委員 

 

福 田 絹 江 議 長 

小 池 毅 農 業 委 員 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

大島一比古推進委員 

福田富美男推進委員 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

 

 

加 藤 絹 江 議 長 

 

 

 

富田順子推進委員 

 

（ 福田富美男推進委員挙手 ） 

はい、福田推進委員。 

総会資料の６ページをご覧ください。私は議案第５２号の５番を担当いたし

ました。本申請は、日光市大沢町地内における売買による３条申請です。譲渡

人、譲受人、申請地等は申請のとおりです。申請地は、大沢町地内、大沢交差

点から南東へ、約８００メートルの場所に位置します。大沢交差点から国道１

１９号線を南東へ約４００メートル、右折して県道を４５０メートルほど進み、

さらに右折して１００メートルほど入ったところに申請地があります。申請地

は２筆で、登記簿地目、現況ともにすべて田となっております。譲受人は経営

農地を適切に管理しており、家族２人で、水稲及びジャガイモ・サツマイモな

どを作付けしております。農地取得後も水稲の栽培を行う予定です。利用権は

ありません。以上のことから周りに及ぼす影響はないと思われますのでご審議

の程よろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。それでは、現地調査後の検討、協議の結果につい

て部会から報告願います。 

（ 髙橋久美子農業委員挙手 ） 

はい、髙橋副部会長。 

補足になりますが、譲受人はペンションを経営されており、自分で作った野

菜やお米を提供したいという話を伺っております。あとは本人のやる気にお任

せしたいとの部会での統一見解です。ご審議の程宜しくお願いいたします。 

それでは担い手育成部会以外の委員の方からご意見等がございましたらお受

けいたします。 

（川村耕一農業委員挙手） 

 はい、川村委員。 

 ここで水稲を作るのに水路はどのようになっていますか。 

（小池毅農業委員挙手） 

 はい、小池部会長。 

航空写真では申請地の上の位置に譲受人の田があり、以前、申請があって購

入していますが、農業機械が入れなかったため田にできなかったということで

す。今回、道沿いの土地も購入して機械を入りやすくするということですので、

今後の経過を皆さんと見ていきたいと思います。 

（大島一比古推進委員挙手） 

はい、大島委員。 

この譲受人の方は、営農の許可はある方なのでしょうか。 

はい、もっています。 

よろしいでしょうか。他になにかございませんか。 

（ 「なし。」との声あり ） 

 それでは質疑を終結し、採決を行います。番号５番について、この原案のと

おり『許可』することに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員） 

農業委員、挙手全員であります。よりまして、番号５番はこの原案のとおり

『許可』することに決しました。 

 

続きまして、日程第６、議案第５３号「農地法第５条の規定による許可につ

いて」を議題といたします。番号１番について担当委員の報告を求めます。 

（ 富田順子推進委員挙手 ） 

はい、富田委員。 

私は、議案第５３号の１番を担当いたしました。譲渡人、譲受人及び申請地

は申請のとおりです。本申請は、日光市大室地内におきまして、売買により一



― 8 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

小 池 毅 農 業 委 員 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

福田重勝推進委員 

富田順子推進委員 

福田重勝推進委員 

 

 

加藤英利農業委員 

富田順子推進委員 

福 田 絹 江 議 長 

 

福 田 絹 江 議 長 

大島一比古推進委員 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

小 池 毅 農 業 委 員 

 

 

般住宅敷地を目的として転用する案件です。申請地は大室交差点から南東、約

１．１キロメートルに位置します。大室交差点から南に１．１キロメートルほ

ど進み、左折して３５メートルほど進んだ左手が申請地です。公図です。登記

簿地目、現況ともに畑です。周囲の状況は、東側は畑、北側及び西側は譲渡人

の畑、南側は市道です。現地には譲渡人と行政書士が立ち会いました。申請地

を一般住宅敷地に利用する計画で杭打ちがしてありました。東側の農地の持主

である土地改良区の同意を得ているとのことです。給排水は、公共の上水道を

利用し、下水道は合併浄化槽を設置し、雨水同様、敷地内浸透処理するとのこ

とです。写真です。こちらは、県道から東側を見た写真です。こちらは逆に東

側から母屋の方を見た写真です。以上のことから周囲に及ぼす影響はないと思

われますので、ご審議の程よろしくお願いします。 

それでは、現地調査後の検討、協議の結果について部会長から報告願います。 

（ 小池毅農業委員挙手 ） 

はい、小池部会長。 

この案件は、親子間で有償で譲渡をする案件です。部会では何ら問題はない

ということです。ご審議の程宜しくお願いいたします。 

それでは担い手育成部会以外の委員の方からご意見等がございましたらお受

けいたします。 

（福田重勝推進委員挙手） 

 はい、福田委員。 

 雑排水は、敷地内浸透ということでよろしいんでしょうか。 

 合併浄化槽を通して敷地内浸透ということです。 

 うちの方で用水堀に流す所があったものですから確認しました。  

（加藤英利農業委員挙手） 

はい、加藤委員 

写真を見せてください。これは用水堀ではないのでしょうか。 

用水堀はないということです。 

公図を見る限りでは水路はないですよね。 

（大島一比古推進委員挙手） 

 はい、大島委員。 

 参考ですがこの辺一帯は、下水道が整備されていなくて、一般の個人住宅の

面積からして側溝があってもそこに流すことはまずいと思います。浸透桝でや

って、できることなら合併浄化槽、そのような市の決めがあると思いますので、

それでやむを得ないと思います。 

 ただ今、補助的な説明がありました。ただ今の意見もふまえまして、他にご

意見等がありましたらお願いします。 

（ 「なし。」との声あり ） 

 ないようですので採決に移ります。番号１番について、この原案のとおり『許

可』することに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員） 

挙手全員であります。よりまして、番号１番はこの原案のとおり『許可』す

ることに決しました。 

 

続きまして番号２番について担当委員の報告を求めます。 

（ 小池毅農業委員挙手 ） 

はい、小池委員。 

私は、議案第５３号の２番を担当いたしました。借人、貸人、申請地は申請

のとおりです。本申請は、日光市塩野室地内におきまして、賃貸借により砂利

採取及び表土置場として一時転用する案件になります。位置図です。塩野室交
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福 田 絹 江 議 長 

 

 

髙橋久美子農業委員 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

福田重勝推進委員 

 

小 池 毅 農 業 委 員 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

小 池 毅 農 業 委 員 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

川 村 光 代 主 任 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

差点から北西１．１キロメートルほどの場所に位置します。案内図です。塩野

室交差点を北へ８００メートルほど進み、左折して５００メートル進んだ左手

に申請地があります。登記簿地目は山林、原野、畑です。周囲の状況ですが、

東側は道路、西側は水路、南側は山林、原野、畑、田、北側も同様となります。

現地には貸人、借人が立ち会いました。申請地を砂利採取に利用する計画で杭

打ちがしてありました。給排水はありません。以上が田の写真になります。田

には利用権が設定されていますが、一時転用のため利用権は休止扱いというこ

と利用権の解除はないということです。以上のことから周囲に及ぼす影響はな

いと思われますので、ご審議の程よろしくお願いします。 

それでは、現地調査後の検討、協議の結果について部会から報告願います。 

（ 髙橋久美子農業委員挙手 ） 

はい、髙橋副部会長。 

この業者は、以前に針貝地内で砂利採取した際は埋め戻しが１００％、小林

地内では９月１７日現在で９５％埋め戻しがされているそうです。今回も計画

通り事業を行っていくと思われるという部会の統一見解です。ご審議の程宜し

くお願いいたします。 

それでは担い手育成部会以外の委員の方からご意見等がございましたらお受

けいたします。 

（福田重勝推進委員挙手） 

 はい、福田委員。 

 委員会としては砂利採取についてのみ審議すればいいということですか。埋

め戻しについては他の課が担当しているのですか。 

 開発行為については、砂利採取に関連する法令を遵守して採掘するというこ

とを聞いております。一時転用期間は１年６カ月で、再来年の５月には埋め戻

しをして現況に戻した形で引き渡すということです。開発行為については、農

業委員会は直接携わらないのですが、砂利採取が終わったら埋め戻しをして元

の農地にして返すということは、今までの実績からも問題ないかと思います。 

 他になにかございませんか。 

（小池毅農業委員挙手） 

はい、小池委員。 

保安距離は２メートルから５メートル、採取の深さは１０メートルです。保

安距離については、道路に面するところは境界から５メートル、それ以外は２

メートルの距離を確保するということです。 

 １年６カ月後に埋め戻しをして使える状態にするということです。これまで

の実績からも問題ないと思いますがいかがでしょうか。 

 （川村光代主任挙手） 

 はい、川村主任。 

 補足になりますが、砂利採取の一時転用の許可の基準は、埋め戻しの割合が

一番影響してきます。先ほど説明がありましたとおり前々回地は針貝、ここは

埋め戻しが１００％完了しています。前回地の小林では９月１７日現在で９

５％埋め戻しが済んでいます。許可基準として前回地の半分以上埋め戻しが済

んでいれば、完璧に埋め戻しがされると判断しても良いという通達が出ており

ます。それを基準として今回の砂利採取に関して許可、不許可の判断をするこ

ととしております。埋め戻し用の土ですが、姉妹会社というのでしょうか、●

●という会社がございましてその会社が所有する土地から採取して埋め戻すと

いう計画です。 

 他にご意見などはございませんか。 

（ 「なし。」との声あり ） 

 それでは質疑を終結し、採決を行います。番号２番について、この原案のと
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福 田 絹 江 議 長 

 

 

大島昭吾推進委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

小 池 毅 農 業 委 員 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

髙橋久美子農業委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おり『許可』することに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員） 

挙手全員であります。よりまして、番号２番はこの原案のとおり『許可』す

ることに決しました。 

 

続きまして番号３番について担当委員の報告を求めます。 

（ 大島昭吾推進委員挙手 ） 

はい、大島委員。 

私は、議案第５３号の３番を担当いたしました。本申請は日光市高徳地内に

おきまして、売買により貸駐車場を目的として転用する案件です。譲渡人・譲

受人及び申請地等は申請のとおりです。申請地は、東武新高徳駅から北へ約４

００メートルに位置します。案内図です。１２１号線を東武新高徳駅から北へ

２００メートル進み、旧道を２７０メートル進んで右折し、６０メートルほど

の左手が申請地です。登記簿地目、現況ともに畑です。現地には行政書士が立

ち会いました。譲受人は現在申請地の西側の土地を所有していますが、実家の

農地を買い戻し貸駐車場に転用し近くの会社に貸すということです。周囲の状

況は南側が市道、西側が宅地、東側が水路、北側は畑です。以上のことから周

囲に及ぼす影響はないと思われますので、ご審議の程よろしくお願いします。 

それでは、現地調査後の検討、協議の結果について部会から報告願います。 

（ 小池毅農業委員挙手 ） 

はい、小池部会長。 

畑を貸駐車場に転用する所有権移転の案件です。説明のとおり問題ないかと

思います。ご審議の程宜しくお願いいたします。 

それでは担い手育成部会以外の委員の方からご意見等がございましたらお受

けいたします。 

（ 「なし。」との声あり ） 

 それでは質疑を終結し、採決を行います。番号３番について、この原案のと

おり『許可』することに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員） 

挙手全員であります。よりまして、番号３番はこの原案のとおり『許可』す

ることに決しました。 

 

 

続きまして番号４番について担当委員の報告を求めます。 

（ 髙橋久美子農業委員挙手 ） 

はい、髙橋委員。 

私は、議案第５３号の４番を担当いたしました。本申請は、日光市土沢地内

におきまして、売買によりアパートを目的とした５条申請です。譲渡人、譲受

人及び申請地等は申請のとおりです。位置図による説明をします。申請地は日

光市土沢の交差点から南東へ２８０メートルに位置します。案内図です。土沢

の交差点から南東へ２８０メートル進んだ左手に申請地があります。公図によ

る説明です。登記簿地目は畑、現況は田です。周囲の状況は北側が市道、東側

は水路と畑、西側は譲渡人の畑、南側は道路及びアパートです。土地利用図に

よる説明です。現地には譲渡人と行政書士が立ち会いました。申請地をアパー

トに利用する計画で杭打ちがしてありました。譲受人の会社は、宇都宮市に本

店を置き、不動産賃貸、プロパンガス販売、電気設備工事業を主な業とする平

成６年設立の資本金４００万円の有限会社です。敷地内に３２３．７８平方メ

ートルの三階建てアパートと車両駐車スペースを設ける計画です。汚水・雑排

水は公共の下水道、給水は公共の上水道を利用します。雨水は敷地内に浸透槽
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小 池 毅 農 業 委 員 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

福田富美男推進委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

髙橋久美子農業委員 

 

福 田 絹 江 議 長 

を設け敷地内浸透処理します。総事業費は融資で賄い、金融機関の融資証明書

が添付されています。申請地の周りのここは高低差があるため土留め擁壁を設

置します。西側は譲渡人所有の畑ですが、来年度も作付けをするそうです。こ

れは西側から見た写真です。手前が駐車場、奥がアパートになるそうです。市

道と差がありますがスロープを設置し、市道側から出入りするそうです。アパ

ート側は４０～５０センチメートルの高低差があるため土留め擁壁を設置する

そうです。譲受人の畑には、今年はそばが作付けしてありました。以上のこと

から周囲に及ぼす影響はないと思われますので、ご審議の程よろしくお願いし

ます。 

それでは、現地調査後の検討、協議の結果について部会から報告願います。 

（ 小池毅農業委員挙手 ） 

はい、小池部会長。 

アパートに転用する５条申請になります。周囲に擁壁を設置すること、また

北側に水路がありますが、水路の保全にも努めるということで、周辺地域に及

ぼす影響もないと思います。ご審議の程宜しくお願いいたします。 

それでは担い手育成部会以外の委員の方からご意見等がございましたらお受

けいたします。 

（ 「なし。」との声あり ） 

 それでは質疑を終結し、採決を行います。番号４番について、この原案のと

おり『許可』することに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員） 

挙手全員であります。よりまして、番号４番はこの原案のとおり『許可』す

ることに決しました。 

 

続きまして、日程第７、議案第５４号「非農地証明願について」を議題とい

たします。番号１番について担当委員の報告を求めます。 

（ 福田富美男進委員挙手 ） 

はい、福田委員。 

私は、総会資料は８ページ、議案第５４号の１番を担当いたしました。本申

請は、日光市山口地内において宅地として利用している案件です。願出人及び

願出地等はそれぞれ申請のとおりです。願出地は、日光市山口地内、国道１１

９号線、大沢交差点から南東へ約１．３キロメートルに位置した場所です。案

内図による説明です。大沢交差点から国道１１９号線を南東へ約４００メート

ル、右折して県道を４００メートルほど進み、さらに左折して５００メートル

ほど進んだ左手が願出地です。登記簿地目は畑です。現況は宅地及び住宅に入

る取付道路となっています。写真のここが取付道路、この L字型の部分が今回

非農地証明願が出ています。周囲の状況は、東側は畑、西側は畑、南側は道路、

北側は宅地です。平成７年撮影の空中写真が添付されております。現地には願

出人が立ち会い杭打ちがしてありました。願出地は、昭和６０年頃に居宅を増

築した時には、すでに進入路と宅地の一部として一体的に利用されており、２

０年以上経過しております。以上のことから証明することに問題はないと思わ

れます。ご審議の程よろしくお願いします。 

ありがとうございました。それでは、現地調査後の検討、協議の結果につい

て報告を願います。 

（ 髙橋久美子農業委員挙手 ） 

はい、髙橋副部会長。 

空中写真でもわかるように２０年以上が経過していることが明らかです。証

明妥当と考えますのでご審議の程宜しくお願いいたします。 

それでは担い手育成部会以外の委員の方からご意見等がございましたらお受
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福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

大 島 尚 美 副 主 幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

けいたします。 

（ 「なし。」との声あり ） 

 それでは質疑を終結し、採決を行います。番号１番について、この原案のと

おり『証明妥当』とすることに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員） 

挙手全員であります。よりまして、番号１番はこの原案のとおり『証明妥当』

とすることに決しました。 

 

続きまして、番号２番について担当委員の報告を求めます。 

（ 富田順子進委員挙手 ） 

はい、富田委員。 

私は、議案第５４号の２番を担当いたしました。本申請は、日光市矢野口地

内において宅地として利用している案件です。願出人及び願出地等はそれぞれ

申請のとおりです。県道、大室交差点から東へ、約２．１キロメートル進んだ

右手が願出地です。先ほど売買でご説明しましたが、田がこちら、願出地がこ

ちらです。登記簿地目は畑、現況は宅地です。昭和５０年撮影の空中写真が添

付されております。現地には願出人と行政書士が立ち会いまして杭打ちがして

ありました。願出地は、戦前から宅地として利用しており、空中写真の家は昭

和４４年に建て替えたそうです。２０年以上経過しております。写真は、県道

から南側、南側から県道の方に向かって撮った写真になります。以上のことか

ら証明することに問題はないと思われます。ご審議の程よろしくお願いします。 

ありがとうございました。それでは、現地調査後の検討、協議の結果につい

て報告を願います。 

（ 小池毅農業委員挙手 ） 

はい、小池部会長。 

空中写真でも明らかなとおり２０年以上経過している案件です。証明するこ

とに問題はないと考えますのでご審議の程宜しくお願いいたします。 

それでは担い手育成部会以外の委員の方からご意見等がございましたらお受

けいたします。 

（ 「なし。」との声あり ） 

 それでは質疑を終結し、採決を行います。番号２について、この原案のとお

り『証明妥当』とすることに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員） 

挙手全員であります。よりまして、番号２番はこの原案のとおり『証明妥当』

とすることに決しました。 

 

日程第８、議案第５５号「農業経営基盤強化促進法第１９条（農用地利用集

積計画の公告）に基づく決定について」を議題とし、事務局の説明を求めます。 

（ 大島尚美副主幹挙手 ） 

 はい、大島副主幹。 

 議案第５５号 「農業経営基盤強化促進法第１９条（農用地利用集積計画の公

告）に基づく決定について、ご説明いたします。本議案については、農業経営

基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、日光市が作成した「農用地利

用集積計画案」を決定するために審議をお願いするものです。今月は、『所有権

移転』と『利用権設定』の案件がございます。ではまず、所有権移転の案件に

なります。総会資料は９ページとなります。今月の件数は１件で、面積は１筆

で３，０１４㎡となります。「譲渡人」、「譲受人」の住所、氏名及び土地の表示

等は、申請のとおりとなります。次に、利用権設定の案件ですが、総会資料は

１０ページになります。件数は２件、面積合計は７筆で１５，９３７㎡となり
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福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

ます。内訳は、農業委員会扱いの利用権の更新が１件と日光市農業公社扱いの

新規の利用権が１件となっております。「設定をする者（貸人）」、「設定を受け

る者（借人）」の住所、氏名及び土地の表示等は、申請のとおりとなります。以

上の計画の内容は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし

ていると考えます。ご審議をよろしくお願いいたします。 

説明が終わりました。この件についてご質問ございますか。 

（ 「なし。」との声あり ） 

ご質問がないようですので質疑を終結し採決いたします。議案第５０号の案

件については、この原案のとおり農用地利用集積計画を『決定』することに賛

成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員 ） 

挙手全員であります。よりまして、議案第５５号「農業経営基盤強化促進法

第１９条（農用地利用集積計画の公告）に基づく決定について」、この原案のと

おり農用地利用集積計画を『決定』することに決しました。 

 

以上をもちまして、本日の総会に付議された案件の審議は全て終了いたしま

した。 

 これをもちまして、令和３年１０月 日光市農業委員会総会を閉会いたしま

す。ご協力誠にありがとうございました。 

 

 

閉会 午後４時１５分 
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